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第2回 2021年度 松田妙子賞 　　受賞者インタビュー 

公益財団法人スペシャルオリンピックス日本 
理事長 有森裕子さん

女子マラソン五輪2大会連続メダリスト（1992年バルセロナ銀、1996年アトランタ銅）

　

第
２
回
と
な
る
２
０
２
１
年
度
の
「
生
涯
学
習
開

発
財
団
松
田
妙
子
賞
」
は
、
公
益
財
団
法
人
ス
ペ
シ

ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
日
本
（
有
森
裕
子
理
事
長
）
の

活
動
が
選
ば
れ
た
。
ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
は
、

１
９
６
８
年
に
故
ケ
ネ
デ
ィ
大
統
領
の
妹
ユ
ニ
ス
・
ケ

ネ
デ
ィ
・
シ
ュ
ラ
イ
バ
ー
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
、
日
本
の

組
織
は
１
９
９
４
年
に
生
ま
れ
た
。
知
的
障
害
の
あ

る
人
た
ち
が
ス
ポ
ー
ツ
に
取
り
組
む
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
年

間
を
通
じ
て
提
供
し
、
成
果
発
表
の
場
と
し
て
の
国

内
大
会
の
開
催
、
そ
し
て
世
界
大
会
へ
の
選
手
派
遣

を
行
う
。
有
森
裕
子
さ
ん
は
２
０
０
８
年
に
理
事
長

に
就
任
。
全
47
都
道
府
県
の
地
区
組
織
開
設
が
完

了
す
る
と
、
２
０
１
２
年
に
公
益
財
団
法
人
と
し
て

改
組
し
、
活
動
が
強
化
さ
れ
た
。

　

Ｌ
Ｌ
会
員
交
流
会
に
お
い
て
ご
紹
介
の
う
え
表
彰

式
を
行
う
予
定
が
、
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
に
よ
り
中
止

と
な
っ
た
た
め
、
２
月
16
日
、
東
京
・
西
新
橋
の
法
人

オ
フ
ィ
ス
に
伺
い
、
表
彰
式
と
有
森
理
事
長
の
受
賞
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
っ
た
。

■ 

な
ぜ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
級
の
開
会
式
が
？

　

ケ
ネ
デ
ィ
家
の
声
掛
け
に
よ
っ
て
、
世
界
中
の
影
響

力
の
あ
る
人
や
発
信
力
を
持
つ
著
名
人
が
応
援
を
さ
れ

て
い
る
の
で
す
。
世
界
大
会
は
規
模
も
参
加
国
数
も
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
そ
う
変
わ
ら
な
い
の
で
す
よ
。
こ
の

と
こ
ろ
日
本
で
も
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
へ
の
注
目
が

高
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
ア
メ
リ
カ
で
は
ス
ペ
シ
ャ
ル
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
の
方
が
知
名
度
が
高
い
そ
う
で
す
。

　

世
界
大
会
で
行
わ
れ
る
競
技
は
、
一
部
を
除
い
て
は

パ
ラ
競
技
と
同
じ
で
す
が
、
残
念
な
こ
と
に
知
的
障
害

“B
e w

ith
 all”

誰
も
が
可
能
性
を
持
ち
う
る
社
会
に

の
動
き
に
ぴ
っ
た
り
の
言
葉
で
、
真
剣
に
イ
ン
ク
ル
ー

シ
ブ
な
社
会
に
し
て
い
き
た
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。　

　

具
体
的
に
は
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
「
ユ
ニ
フ
ァ
イ
ド

活
動
」
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
知
的
障
害
の
あ
る
人

（
ア
ス
リ
ー
ト
）
と
知
的
障
害
が
な
い
人
（
パ
ー
ト
ナ

ー
）
が
、
同
じ
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
た
り
、
混
合
で

試
合
を
し
た
り
す
る
の
で
す
。
日
本
で
は
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
や
サ
ッ
カ
ー
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
て
、
世
界

大
会
に
も
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。
実
は
参
加
し
た

ア
ス
リ
ー
ト
以
上
に
、
パ
ー
ト
ナ
ー
の
人
間
的
成
長
が

見
ら
れ
ま
す
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
圧
倒
的
な
ス
ペ
シ

ャ
ル
感
が
そ
こ
で
は
得
ら
れ
る
か
ら
な
の
で
す
。

■ 

誰
も
が
有
森
裕
子
に
な
れ
る
？

　

私
は
生
ま
れ
な
が
ら
に
股
関
節
脱
臼
が
あ
り
ま
し
た
。

幸
運
に
も
私
の
親
は
、
私
に
い
ろ
ん
な
機
会
を
与
え
て

く
れ
、
や
り
た
い
こ
と
を
積
極
的
に
応
援
し
て
く
れ
ま

し
た
。
で
も
、
場
合
に
よ
っ
て
は
親
が
心
配
し
て
、
激

し
い
運
動
は
制
限
さ
れ
た
か
も
し
れ
な
い
の
で
す
。
機

会
を
与
え
ら
れ
た
か
ら
こ
そ
走
る
楽
し
さ
と
出
会
い
、

可
能
性
を
信
じ
た
か
ら
こ
そ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
メ
ダ
リ

ス
ト
に
も
な
れ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
私
は
選
手
時
代

も
、
現
在
の
活
動
に
お
い
て
も
、
自
分
が
持
つ
す
べ
て

の
可
能
性
を
信
じ
て
向
き
合
っ
て
き
ま
し
た
。
障
害
の

有
無
に
か
か
わ
ら
ず
誰
も
が
「
可
能
性
を
持
ち
う
る
」

と
感
じ
ら
れ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

こ
の
賞
を
い
た
だ
き
本
当
に
励
み
に
な
り
ま
す
。
11

月
に
広
島
で
、
第
8
回
ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス

夏
季
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ゲ
ー
ム
を
開
催
予
定
で
す
。
ぜ
ひ
応

援
、
観
戦
に
来
て
く
だ
さ
い
。

を
持
つ
人
が
参
加
で
き
る
の
は
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
全

体
の
3
％
し
か
な
い
の
で
す
。
ア
ス
リ
ー
ト
が
ま
す
ま

す
健
康
や
体
力
を
増
進
し
、
競
技
力
を
向
上
さ
せ
、
大

会
に
参
加
す
る
こ
と
で
自
信
や
喜
び
を
得
て
ほ
し
い
。

そ
し
て
、
出
会
い
や
交
流
を
広
げ
ら
れ
る
よ
う
、
活
動

を
充
実
さ
せ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

■ "B
e

 w
ith

 a
ll"

を
ど
う
実
現
？

　

２
０
２
０
年
か
ら
の
私
た
ち
の
ビ
ジ
ョ
ン
で
す
。
松

田
妙
子
賞
が
掲
げ
る "S

hare your happiness" 

に
も
通
じ
る
と
思
う
の
で
す
が
、「
多
様
な
人
々
が
生
き

る
社
会
の
実
現
」
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
今
の
世
の
中

知的障害のある人たちが
スポーツをする場と競技大会を提供
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生涯学習開発財団 松田妙子賞
第3回 6/1募集開始

松田妙子賞創設の背景
　生涯学習開発財団の前理事長 松田妙
子は、1983年の財団設立以来約40年近
くにわたり、「生涯学習」推進のため、
資格認定団体の後援や50歳以上の博
士号取得支援など、さまざまな活動を
行ってきました。

　賞のテーマである「Share Your Happiness」は、大叔父
の大森兵蔵、父の松田竹千代を通して松田家に受け継がれて
きた「自分が恵まれていると思ったら世の中に恩返しをしな
さい」というスピリットにもとづいており、松田妙子前理事
長が大切にしていた社会貢献の願いが込められています。
　松田妙子前理事長は26歳で単身渡米し、帰国後は戦後日
本のイメージを回復しようと日本初のPR会社を設立し、日
本の住宅品質改善のために日本ホームズや住宅産業研修財団
を創設しました。生涯学習開発財団では長寿社会を見越した
生き方を提言し、自身も71歳で東京大学博士号（工学）を
取得、その研究は大工育成塾創設につながりました。自らが

生涯学習のロールモデルとなり、2019年に亡くなるまで生
涯現役を貫きました。
　本賞が、松田妙子の「学び続けることが、個人も社会も豊
かにする」という意思を受け継ぎ、より良い社会に寄与する
ことを目指しています。

正賞・副賞
正賞：記念品
副賞：賞金100万円

応募方法
指定の申請書による（財団WEBサイトよりダウンロードできます）

※申請にともなう提出物は返却いたしません

スケジュール
募集締切：2022年10月3日消印有効
決　　定：2022年12月
表 彰 式：2023年1月末予定

「生涯学習開発財団  松田妙子賞」は、
「生涯学習」の新たな発展に寄与する個人や企業・団体を顕彰し、

その活動内容および「生涯学習」の意義を広く社会に知らしめる目的で、
2020年に創設しました。

一般財団法人 生涯学習開発財団  事務局
〒105-0001 東京都港区虎ノ門1-1-20  虎ノ門実業会館9階   TEL 03-3508-4551

※事務局移転のため、8/13以降は虎ノ門実業会館【8階】へ
募集要項・申請書は➡ http://www.gllc.or.jp  E-mail  gllc@gllc.or.jp

お問合せと募集要項の請求は下記まで

Share
Your

Happiness!
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生涯学習開発財団 活 動 紹 介

●
合
格
者
と
研
究
テ
ー
マ

秋
山
訓
子
（
53
歳
）

「
市
民
の
た
め
の
政
策
実
現
に
向
け
て

〜
政
治
主
導
下
の
政
治
過
程
の
考
察
」

五
十
嵐
浩
司
（
61
歳
）

「
機
械
学
習
活
用
に
よ
る

付
着
塩
分
量
推
定
の
効
率
化
に
関
す
る
検
討
」

金
丸
雄
一
（
51
歳
）

「
環
境
変
動
に
よ
る
磯
根
資
源
へ
の
影
響
と

ア
マ
（
海
士
・
海
女
）
の
適
応
」

巣
山
祐
子
（
53
歳
）

「
戦
後
ド
イ
ツ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の

政
策
合
意
形
成
過
程
分
析
」

鞠
子
和
子
（
73
歳
）

「Catholicism
, Policy of Toleration, and Essex in 

Shakespeare's Plays and Poem
s

（
カ
ト
リ
ッ
ク
教
、
宗
教
寛
容
政
策
と
エ
セ
ッ
ク
ス
伯
―

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
劇
と
詩
に
お
け
る
）」

皆
川
晶
子
（
51
歳
）

「
海
流
発
電
に
よ
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
実
用
化
に

向
け
た
複
数
の
垂
直
軸
型
回
転
装
置
周
り
の
流
れ
と
動
特

性
に
関
す
る
数
値
的
研
究
」

（
五
十
音
順
、
年
齢
は
授
与
式
当
日
）

２
０
２
１
（
令
和
３
年
度
）

50
歳
以
上
「
博
士
号
取
得
支
援
事
業
」

選
考
決
定
証
授
与
式　

２
０
２
１
年
度
・
博
士
号
取
得
支
援

事
業
合
格
者
の
選
考
決
定
証
授
与
式
が
、

２
０
２
２
年
３
月
15
日
、
東
京
・
虎
ノ

門
の
生
涯
学
習
開
発
財
団
事
務
所
に
て

行
わ
れ
た
。

　

本
支
援
事
業
は
、
前
財
団
理
事
長
の

松
田
妙
子
が
、
60
代
半
ば
か
ら
研
究
と

論
文
執
筆
を
開
始
し
、
71
歳
で
東
京
大

学
博
士
号
（
工
学
）
を
取
得
し
た
の
を

ロ
ー
ル
モ
デ
ル
と
し
て
、
２
０
１
１
年

度
か
ら
開
始
さ
れ
た
も
の
。

　

財
団
理
事
長
・
横
川
浩
は
「
生
涯
学

習
も
、
山
の
頂
は
よ
り
高
く
、
裾
野
は

よ
り
広
く
で
あ
る
べ
き
。
み
な
さ
ん
は

各
分
野
で
高
み
を
目
指
す
方
々
、
ぜ
ひ

後
に
続
く
人
た
ち
の
お
手
本
に
な
っ
て

く
だ
さ
い
」
と
激
励
し
た
。

直前にマスクを外し短時間で撮影しています。

冒頭で理事長・横川浩からご挨拶。
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本
財
団
の
博
士
号
取
得
支
援
事
業
第
12
回
の
募
集
は

昨
年
の
12
月
10
日
に
締
め
切
ら
れ
、
57
名
の
応
募
が
あ

り
ま
し
た
。
一
次
選
考
で
は
14
名
の
候
補
者
が
選
び
出

さ
れ
、
2
月
15
日
、
第
一
次
合
格
者
の
面
接
が
対
面
と

オ
ン
ラ
イ
ン
の
同
時
併
用
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
最
終
選

考
の
結
果
、
6
名
の
合
格
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

３
月
15
日
、
財
団
に
お
い
て
授
与
式
が
行
わ
れ
、
横

川
浩
理
事
長
か
ら
出
席
し
た
合
格
者
の
一
人
一
人
に
授

与
証
書
と
目
録
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

振
り
返
れ
ば
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
デ
ル
タ
株
と
オ
ミ
ク
ロ

ン
株
の
感
染
流
行
に
振
り
回
さ
れ
た
一
年
で
し
た
。
厳

し
い
状
況
の
な
か
で
も
、
資
料
や
デ
ー
タ
の
収
集
、
現

地
調
査
や
実
験
な
ど
の
研
究
活
動
に
励
み
、
博
士
号
の

取
得
を
目
指
し
て
い
る
応
募
者
の
姿
に
、
横
川
浩
理
事

長
を
は
じ
め
、
選
考
委
員
一
同
は
深
く
感
銘
を
受
け
ま

し
た
。

　

今
年
も
理
系
、
文
系
と
も
に
多
数
の
優
秀
な
応
募
者

が
い
ま
し
た
。
採
用
枠
に
制
限
が
あ
り
、
最
終
合
格
者

を
絞
ら
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
。
選
考
委
員
に
と
っ
て
は
例

年
以
上
に
難
し
い
判
断
で
し
た
が
、
惜
し
く
も
選
に
漏

れ
た
方
は
来
年
以
降
も
応
募
す
る
よ
う
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

　

め
で
た
く
採
用
さ
れ
た
方
々
は
こ
の
機
会
を
大
切
に

し
、
博
士
号
の
取
得
を
目
指
し
て
い
っ
そ
う
精
進
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
学
位
取
得
後

も
新
し
い
目
標
を
目
指
し
て
生
涯
学
習
を
続
け
て
く
だ

さ
い
。

　

皆
さ
ん
の
ご
活
躍
を
支
援
し
、
生
涯
学
習
を
一
層
推

進
す
る
た
め
に
、
選
考
委
員
一
同
は
皆
さ
ん
と
と
も
に
、

本
事
業
の
ま
す
ま
す
の
発
展
の
た
め
に
微
力
を
尽
く
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

選考の言葉
選考委員長   張 競

明治大学教授／博士(学術)

２０２１● 「博士号取得支援事業」
選考決定証授与式

コロナ対策のため短時間だったが、
自己紹介と交流が行われた。「とて
も励みになった」「異分野の研究者
と話ができたことがうれしい」と感
想を述べる方が多くいた。

今年もハイレベルな応募者の中から
選ばれた支援合格者の方々。

一人ひとりに選考決定証と
助成金の目録が授与された。
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■
研
究
目
的

　

研
究
対
象
に
は
、
社
会
か
ら
の
強
い
要
望
に
よ
り

実
現
し
た
２
つ
の
政
策
を
取
り
上
げ
た
。
一
つ
は

２
０
１
１
年
民
主
党
政
権
下
で
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
寄
付
税
制
の

大
幅
改
正
で
、
も
う
一
つ
は
２
０
１
９
年
第
２
次
安
倍

政
権
下
で
の
未
婚
の
寡
婦
控
除
の
実
現
。
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
と
し
て
政
治
や
ジ
ェ
ン
ダ
ー
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
な
ど

を
取
材
し
て
き
た
が
、
記
事
に
し
て
終
わ
り
で
は
な

く
、
も
っ
と
長
期
的
、
総
合
的
に
見
て
、
考
察
し
て
み

た
か
っ
た
。
日
本
の
社
会
に
お
い
て
ど
う
い
う
意
味
が

あ
る
の
か
、
歴
史
的
な
位
置
づ
け
や
未
来
に
向
け
て
ど

う
い
う
展
望
が
あ
る
の
か
、
法
則
的
な
何
か
を
導
き
出

せ
る
の
か
。
政
治
過
程
の
中
で
ど
う
実
現
で
き
た
の
か

を
、
官
僚
、
政
治
家
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン

へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
も
行
い
検
証
す
る
。
同
時
に
、
両

政
権
の
質
の
違
い
に
つ
い
て
も
考
察
す
る
。

■
合
格
の
コ
メ
ン
ト

　

仕
事
だ
け
で
な
く
、
親
の
介
護
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
要

因
で
、
研
究
の
時
間
を
捻
出
す
る
の
は
大
変
だ
っ
た
。

く
じ
け
そ
う
な
と
き
に
検
索
で
本
事
業
に
出
会
い
、
励

ま
さ
れ
た
。
今
は
年
齢
相
応
の
困
難
に
立
ち
向
か
う
こ

と
も
、
社
会
人
の
研
究
の
一
環
と
認
識
し
て
い
る
。
ア

カ
デ
ミ
ッ
ク
な
分
析
に
と
ど
ま
ら
ず
、
市
民
が
政
策
決

定
の
当
事
者
で
あ
る
と
い
う
意
識
が
醸
成
さ
れ
、
市
民

の
声
が
よ
り
政
策
に
反
映
さ
れ
る
社
会
の
発
展
に
向
け

て
強
く
訴
え
て
い
き
た
い
。

■
研
究
目
的

　

９
年
前
、初
め
て
ア
マ
と
出
会
っ
た
。
そ
の
存
在
感

と
人
の
営
み
の
力
強
さ
に
圧
倒
さ
れ
、映
画
屋
だ
っ
た

私
は
直
感
的
に
志
摩
半
島
に
移
住
し
た
。
時
と
関
わ
り

が
深
ま
り
、映
像
記
録
だ
け
で
は
な
い
、学
術
的
な
記
述

が
必
要
と
感
じ
、キ
ャ
メ
ラ
を「
筆
」に
持
ち
替
え
た
。

時
を
同
じ
く
し
て
、漁
場
の
生
態
系
崩
壊
（
見
え
ぬ
災
）

とCO
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（
見
え
る
禍
）が
調
査
地
で
も
起
き
た
。

こ
の
よ
う
な
海
洋
環
境
や
社
会
状
況
の
変
動
に
対
し
、

志
摩
の
ア
マ
が
ど
の
よ
う
な
適
応
を
見
せ
て
い
る
の
か
、

が
私
の
博
士
号
研
究
で
あ
る
。
磯
根
資
源
と
ア
マ
漁
民

の
関
係
性
を
紐
解
く
こ
と
に
よ
り
、
生
態
人
類
学
と
日

本
民
俗
学
を
統
合
し
た
視
点
で
、「
生
き
物
―
漁
労
採
集

民
」の
関
係
を
現
在
進
行
系
で
捉
え
直
す
。
こ
れ
は
、磯

根
資
源
の
利
用
と
管
理
を
ど
う
す
べ
き
か
と
い
う
社
会

的
命
題
に
つ
な
が
り
、
沿
岸
小
規
模
漁
民
が
生
計
を
維

持
し
て
い
く
た
め
の
新
た
な
枠
組
み
の
提
示
が
可
能
だ
。

■
合
格
の
コ
メ
ン
ト

　

外
部
観
察
だ
け
で
は
本
質
に
迫
れ
な
い
と
判
断
し
、

自
ら
ア
マ
漁
民
と
し
て
地
元
漁
協
の
正
組
合
員
と
な
り

参
与
観
察
を
８
年
間
継
続
し
て
い
る
。
海
で
の
調
査
は

常
に
命
の
危
険
が
伴
い
油
断
で
き
な
い
。
本
支
援
事
業

は
神
谷
光
信
氏
（
本
事
業
と
修
士
号
取
得
の
放
送
大
学

で
も
先
輩
）
の
ブ
ロ
グ
で
知
り
応
募
し
た
。
同
期
も
歴

代
の
合
格
者
の
方
々
も
、豊
富
な
社
会
経
験
の
持
ち
主
。

若
輩
者
の
自
分
が
選
ば
れ
た
こ
と
は
と
て
も
光
栄
だ
。

■
研
究
目
的

　

近
年
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物
の
老
朽
化
の
進
行
に

伴
い
、
そ
の
維
持
管
理
の
重
要
性
が
増
大
し
て
い
る
。

橋
梁
で
の
維
持
管
理
対
策
と
し
て
付
着
塩
分
量
の
測
定

技
術
の
検
討
が
行
わ
れ
て
い
る
。
既
存
研
究
で
は
三
次

元
流
体
解
析
を
多
数
回
実
施
す
る
必
要
が
あ
り
、
橋
梁

ご
と
の
塩
分
量
推
定
パ
ラ
メ
ー
タ
を
風
速
・
風
向
ご
と

に
作
成
す
る
際
に
、
高
速
並
列
計
算
機
を
使
用
し
て
も

長
期
間
の
計
算
時
間
を
要
し
て
い
た
。
ま
た
、
一
連
の

作
業
に
は
、
有
限
要
素
解
析
に
お
け
る
プ
リ
・
ポ
ス
ト

処
理
も
含
ま
れ
、熟
練
解
析
者
の
操
作
が
前
提
と
な
る
。

本
研
究
で
は
、機
械
学
習
法
の
活
用
に
よ
り
、橋
梁
の
付

着
塩
分
量
の
効
率
的
評
価
法
を
構
築
し
て
、
先
行
研
究

の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
橋
塩
分
浸
透
予
測
手
法
で
の
課
題
で

あ
る
計
算
負
荷
軽
減
等
を
図
る
こ
と
が
目
的
で
あ
る
。

■
合
格
の
コ
メ
ン
ト

　

30
年
以
上
、
建
設
関
連
の
技
術
者
と
し
て
働
い
て
き

た
。
豊
か
な
未
来
社
会
に
貢
献
で
き
る
研
究
を
目
指

し
、「
建
設
分
野
に
お
け
る
AI
・
機
械
学
習
活
用
」
に

取
り
組
み
た
い
と
考
え
、
新
潟
大
学
大
学
院
に
進
学
し

た
。
大
学
院
で
は
、
講
義
等
で
建
設
・
防
災
・
情
報
等

の
先
生
方
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
こ
と
で
、

専
門
分
野
以
外
の
知
識
拡
充
が
で
き
、
有
意
義
で
あ
っ

た
。
今
回
の
合
格
を
励
み
に
、「
自
我
作
古
（
慶
應
義

塾
の
記
よ
り
）
の
志
を
持
ち
、
建
設
分
野
の
課
題
解
決

に
つ
な
が
る
研
究
活
動
を
継
続
し
た
い
。

秋山 訓子
53歳

●

金丸 雄一
51歳

●

五十嵐 浩司
61歳

●

筑波大学大学院
人文社会研究科
ジャーナリスト

総合研究大学院大学
文化科学研究科

海士・漁師
令和4年度 日本学術振興会 

特別研究員（DC2）

新潟大学大学院
自然科学研究科

市
民
の
た
め
の
政
策
実
現
に
向
け
て
　

〜
政
治
主
導
下
の
政
治
過
程
の
考
察

環
境
変
動
に
よ
る
磯
根
資
源
へ
の
影
響
と

ア
マ
（
海
士
・
海
女
）
の
適
応

機
械
学
習
活
用
に
よ
る

付
着
塩
分
量
推
定
の
効
率
化
に
関
す
る
検
討

2021年度
●

博士号取得支援決定をうけて
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■
研
究
目
的

　

戦
後
ド
イ
ツ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
が
、
政
府
と
国
民

の
間
で
ど
の
よ
う
に
合
意
形
成
が
さ
れ
て
い
っ
た
か
、

唱
道
連
携
モ
デ
ル
を
用
い
て
分
析
・
研
究
を
し
て
い
る
。

選
挙
が
あ
る
国
で
、
国
民
に
不
評
の
原
発
を
ど
う
決
定

し
、
逆
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
構
成
上
困
難
な
脱
原
発
を
、
ど

う
決
定
し
て
い
っ
た
の
か
。
ま
た
東
西
ド
イ
ツ
統
一
を

は
さ
ん
で
、
合
意
形
成
過
程
に
お
け
る
民
主
主
義
の
変

容
も
明
ら
か
に
す
る
。
現
在
の
ド
イ
ツ
は
、
脱
原
発
・

脱
石
炭
を
決
定
し
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
拡
大
し

て
い
る
が
、
す
べ
て
転
換
は
で
き
ず
、
比
較
的
低
炭
素

の
天
然
ガ
ス
が
増
え
て
い
る
。
日
本
と
ド
イ
ツ
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
事
情
は
似
て
い
て
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

攻
に
際
し
て
も
、
ロ
シ
ア
の
天
然
ガ
ス
輸
入
を
完
全
に

は
止
め
ら
れ
な
い
事
情
が
あ
る
。
日
本
の
今
後
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス
を
考
え
る
う
え
で
の
指
標
に
。

■
合
格
の
コ
メ
ン
ト

　

修
士
１
年
目
に
脳
腫
瘍
が
見
つ
か
り
大
手
術
と
な
っ

た
。
一
度
は
研
究
を
諦
め
た
が
、
指
導
教
官
の
励
ま
し

も
あ
り
、
も
う
一
度
修
士
か
ら
と
決
意
し
、
ど
う
せ
な

ら
と
博
士
課
程
に
進
ん
だ
。
現
在
は
脱
炭
素
、
ガ
ソ
リ

ン
価
格
の
高
騰
、
ロ
シ
ア
と
の
関
係
で
天
然
ガ
ス
が
先

行
き
不
明
な
ど
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
は
問
題
山
積
。
本

来
な
ら
正
常
時
か
ら
考
え
て
お
く
べ
き
で
、
そ
の
た
め

に
も
学
術
面
か
ら
目
を
配
ら
せ
て
お
く
意
義
が
あ
る
の

だ
と
再
認
識
し
て
い
る
。

■
研
究
目
的

　

脱
化
石
燃
料
が
世
界
的
な
課
題
だ
が
、
風
力
、
太
陽

光
、
地
熱
等
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
発
電

も
、
天
候
等
に
左
右
さ
れ
る
弱
点
が
あ
り
、
安
定
し
た

エ
ネ
ル
ギ
ー
源
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
周
囲
を
海
に
囲

ま
れ
た
日
本
は
「
海
流
発
電
」
に
も
期
待
が
か
か
る

が
、
本
研
究
で
は
、
そ
の
実
用
化
に
向
け
て
、
ど
の
よ

う
な
回
転
装
置
を
ど
の
よ
う
に
配
置
す
る
と
適
し
て
い

る
か
、
数
値
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
検
討
し
て

い
る
。
海
流
発
電
は
風
力
発
電
同
様
、
流
れ
の
も
つ
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
回
転
装
置
に
よ
っ
て
電
力
に
変
換
す
る
。

海
流
は
風
力
に
比
べ
て
流
速
が
遅
い
こ
と
か
ら
、
プ
ロ

ペ
ラ
の
よ
う
な
水
平
軸
型
回
転
装
置
で
は
な
く
、
垂
直

軸
型
回
転
装
置
を
複
数
配
置
す
る
の
が
有
効
と
考
え
ら

れ
る
。
本
研
究
で
は
そ
の
一
つ
「
サ
ボ
ニ
ウ
ス
型
回
転

装
置
」
の
数
値
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
い
る
。 

■
合
格
の
コ
メ
ン
ト

　

授
与
式
翌
日
３
月
16
日
の
地
震
に
よ
る
火
力
発
電
所

の
被
害
に
よ
り
、
東
京
電
力
・
東
北
電
力
管
内
に
「
電

力
需
給
ひ
っ
迫
警
報
」
が
初
め
て
出
さ
れ
た
。
様
々
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
源
を
持
つ
こ
と
は
、
人
々
の
安
心
を

支
え
る
重
要
テ
ー
マ
と
考
え
て
い
る
。 

セ
カ
ン
ド
キ
ャ

リ
ア
と
し
て
情
報
教
育
の
教
員
免
許
を
取
得
し
た
い

と
大
学
院
に
進
学
し
た
が 

、
さ
ら
に
研
究
を
し
た
く

な
っ
た
。
自
分
の
可
能
性
を
試
し
た
く
「
今
が
一
番
若

い
時
」
と
博
士
課
程
に
飛
び
込
ん
で
よ
か
っ
た
。

■
研
究
目
的

　

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
時
代
は
舞
台
で
政
治
や
宗
教
を

扱
う
の
は
禁
止
さ
れ
、
研
究
の
面
で
も
宗
教
的
考
察
が

始
ま
っ
た
の
は
１
９
８
０
年
代
の
文
学
批
評
理
論
運
動

以
降
で
あ
る
。論
文
で
取
り
上
げ
た
『
恋
の
骨
折
り
損
』

は
、
フ
ラ
ン
ス
王
ア
ン
リ
４
世
が
フ
ラ
ン
ス
統
治
の
た

め
に
突
然
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
か
ら
カ
ト
リ
ッ
ク
に
改
宗

し
た
話
を
、プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
イ
ギ
リ
ス
聴
衆
が
茶

化
し
て
喜
ぶ
喜
劇
と
解
釈
で
き
る
。
さ
ら
に
本
研
究
で

は
、シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
真
意
は
、ナ
ン
ト
の
勅
令
（
宗

教
寛
容
政
策
）の
後
に
急
遽
訂
正
加
筆
さ
れ
た
１
幕
１

話
の「
発
布
」「
勅
令
」「
大
陸
法
」等
の
文
言
に
表
明
さ
れ

て
い
る
と
考
え
、
先
行
研
究
で
は
チ
ュ
ー
ダ
ー
王
朝
に

忠
実
だ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
が
、実
は

果
敢
に
し
か
も
用
心
深
く
、
異
教
徒
を
残
酷
に
処
刑
す

る
王
朝
に
立
ち
向
か
っ
て
い
た
姿
を
浮
き
彫
り
に
す
る
。

■
合
格
の
コ
メ
ン
ト

　

英
語
が
好
き
で
、
サ
ー
ク
ル
で
た
ま
た
ま
出
会
っ
た

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
に
興
味
を
持
っ
た
。
英
国
演
劇
ツ
ア

ー
を
経
て
ま
す
ま
す
引
き
込
ま
れ
、
究
め
た
い
と
東
京

大
学
に
入
学
。
東
大
で
は
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
・
ク
ラ
ー
ク

教
授
の
指
導
を
仰
ぎ
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
学
会
で
２
０

１
４
年
か
ら
３
年
連
続
発
表
で
き
る
機
会
も
あ
り
、
５

年
か
け
て
博
士
論
文
を
仕
上
げ
ら
れ
そ
う
だ
。
シ
ェ
イ

ク
ス
ピ
ア
の
新
た
な
魅
力
を
共
有
で
き
、
も
し
私
の
研

究
す
る
姿
が
他
の
人
の
励
み
に
な
れ
ば
、
う
れ
し
い
。

巣山 祐子
53歳

●

皆川 晶子
51歳

●

鞠子 和子
73歳

●

上智大学大学院
グローバル・スタディーズ

研究科

お茶の水女子大学大学院
人間文化創成科学研究科

お茶の水女子大学
附属中学校非常勤講師

東京大学大学院
人文社会系研究科

戦
後
ド
イ
ツ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の

政
策
合
意
形
成
過
程
分
析

海
流
発
電
に
よ
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
実
用

化
に
向
け
た
複
数
の
垂
直
軸
型
回
転
装
置
周
り
の

流
れ
と
動
特
性
に
関
す
る
数
値
的
研
究

C
atholicism

, Policy of Toleration, and 
Essex in Shakespeare

’s Plays and Poem
s 

（
カ
ト
リ
ッ
ク
教
、
宗
教
寛
容
政
策
と
エ
セ
ッ
ク
ス
伯

―
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
劇
と
詩
に
お
け
る
）

2021年度
●

博士号取得支援決定をうけて
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